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濱
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副
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御
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仁
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平
成
三
十
年
　
元
旦

　
新
年
明
け
ま
し
て

　
　
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

　
謹
ん
で
新
春
の
お
慶
び
申
し
上
げ
ま

す
と
と
も
に
、組
合
員
皆
様
と
共
に
新

春
を
迎
え
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
こ
と

を
大
変
う
れ
し
く
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　
日
頃
よ
り
組
合
運
営
に
対
し
格
別
温

か
い
ご
理
解
と
ご
協
力
を
頂
い
て
お
り

ま
す
事
に
深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　
い
よ
い
よ
、我
が
国
の
人
口
減
少
局

面
も
更
に
拍
車
が
か
か
り
、そ
の
減
少

に
歯
止
め
を
か
け
る
べ
く
政
府
も
必
死

の
取
り
組
み
を
し
て
お
り
ま
す
。昨
年

の
第
四
十
八
回
衆
議
院
選
挙
に
お
け
る

各
候
補
者
の
政
権
演
説
で
も
安
心
に
繋

が
る
社
会
保
障
あ
り
、所
得
向
上
あ
り
、

か
つ
て
は
、一
億
総
活
躍
社
会
だ
と
か
、

三
本
の
矢
に
よ
る
希
望
を
生
み
出
す
強

い
経
済
、或
い
は
夢
を
つ
む
ぐ
子
育
て

支
援
な
ど
経
済
を
優
先
し
た
社
会
の
構

築
を
強
く
訴
え
て
い
ま
し
た
。

　
人
生
百
年
時
代
を
迎
え
、安
倍
総
理

を
議
長
に「
人
づ
く
り
」の
議
論
が
始
ま

り
ま
し
た
。特
に
今
回
の
選
挙
で
は
教

育
の
無
償
化
な
ど
に
年
間
二
兆
円
規
模

の
投
資
に
よ
り
将
来
の
人
材
育
成
を
強

く
訴
え
ま
し
た
。

　

し
か
し
、今
、我
々
の
業
界
を
取
り

巻
く
環
境
は
極
め
て
厳
し
く
、低
料
金

店
、垣
根
を
失
っ
た
他
業
種
と
の
競
争

激
化
、高
齢
化
に
よ
る
廃
業
等
の
進
行

と
課
題
は
山
積
し
て
お
り
ま
す
が
、こ

れ
ら
は
時
代
だ
か
ら
と
片
付
け
る
訳
に

は
参
り
ま
せ
ん
。今
こ
そ
組
合
員
を
守

る
べ
く
課
題
に
対
処
す
べ
き
、技
術
、接

客
等
の
研
修
、或
い
は
経
営
支
援
、個

性
あ
る
店
作
り
等
の
強
化
、更
に
は
長

期
で
低
利
な
融
資
が
受
け
ら
れ
る
様
、

積
極
的
に
支
援
を
し
、地
域
に
根
ざ
し

た
営
業
活
動
が
出
来
る
様
取
り
組
ん
で

ま
い
ら
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

昨
年
の
夏
は
、
香
川
県
組
合
発
の

ニ
ュ
ー
ヘ
ア
ー
カ
タ
ロ
グ
の
作
成
、又
、

低
料
金
店
対
策
の
一
環
と
し
て
の
組
合

加
盟
店
と
し
て
の
格
式
あ
る
第
二
段
の

理
容
三
ツ
星
シ
ー
ル
を
作
成
し
配
布
す

る
な
ど
、消
費
者
に
安
心
と
安
全
を
提

供
す
る
お
店
の
ア
ピ
ー
ル
に
注
力
し
て

ま
い
り
ま
し
た
。

　
本
年
も
、組
合
員
の
為
の
組
合
を
本

分
と
し
て
、こ
れ
ま
で
の
ご
支
援
に
改

め
て
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
と
共
に
、

役
員
一
同
力
を
結
集
し
組
合
運
営
と

事
業
推
進
に
全
力
で
取
り
組
ん
で
参
り

た
く
、皆
様
方
の
更
な
る
ご
理
解
と
ご

協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
、新
し

い
年
が
希
望
に
満
ち
た
素
晴
ら
し
い
年

と
成
り
ま
す
よ
う
に
、心
か
ら
お
祈
り

申
し
上
げ
、新
年
の
ご
挨
拶
と
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

新
年
の
ご
挨
拶

理
事
長
　
佐 

藤  

　
功
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明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

健
や
か
に
新
年
を
お
迎
え
の
こ
と
と
存
じ

ま
す
。

　
旧
年
中
は
、連
合
会
の
事
業
の
推
進
に

一
方
な
ら
ぬ
ご
協
力
を
賜
り
深
謝
し
て
い

ま
す
。

　
さ
て
、近
年
問
わ
れ
て
き
た
国
際
化
へ

の
対
応
で
す
が
、特
に
昨
今
、全
国
ど
こ
を

訪
ね
て
も
そ
の
進
展
を
感
じ
ま
す
。昨
年

は
、二
千
万
人
を
超
え
る
訪
日
外
国
人
と

の
こ
と
で
あ
り
、こ
の
こ
と
は
日
本
経
済
に

大
き
く
影
響
を
与
え
て
き
ま
す
か
ら
、私

共
理
容
業
も
昨
年
に
引
き
続
き
積
極
的
な

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
対
応
に
取
り
組
み
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

　
私
は
昨
年
九
月
、理
美
容
世
界
大
会
で

フ
ラ
ン
ス・パ
リ
を
訪
ね
た
と
き
、以
前
か

ら
興
味
を
持
っ
て
い
た
業
界
の
世
界
共
通

で
あ
る
バ
ー
バ
ー
ポ
ー
ル（
国
内
で
は
サ
イ

ン
ポ
ー
ル
、あ
め
ん
棒
、古
く
は
有
平
棒
）

に
つ
い
て
、Ｅ
Ｕ
を
中
心
に
そ
の
ア
ン
ケ
ー

ト
調
査
を
行
っ
て
み
ま
し
た
。中
世
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
で
は
理
容
師
が
外
科
的
医
療
行
為

を
行
い
、そ
の
当
時
の
瀉
血（
し
ゃ
け
つ
）

治
療
が
バ
ー
バ
ー
ポ
ー
ル
の
ル
ー
ツ
で
あ

り
、一
五
四
〇
年
、イ
ギ
リ
ス
の
ヘ
ン
リ
ー

八
世
に
よ
っ
て
理
容
組
合
と
外
科
医
組
合

の
統
合
が
あ
り「
理
容
師・
外
科
医
組
合
」

が
発
足
。「
外
科
医
は
赤
と
白
」ま
た
、「
理

容
は
青
と
白
」の
ポ
ー
ル
を
掲
げ
瀉
血
や

抜
歯
等
も
業
と
し
て
い
た
の
で
す
。

　
こ
の
バ
ー
バ
ー
ポ
ー
ル
、昨
今
は
マ
ス

コ
ミ
な
ど
で
理
容
以
外
の
場
面
で
も
使
わ

れ
て
い
ま
す
が
、こ
れ
は
サ
イ
ン
ポ
ー
ル

が
人
々
の
生
活
に
密
着
し
て
引
き
継
が
れ

て
き
た
こ
と
の
証
と
も
い
え
ま
す
。

　
二
年
後
に
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク・
パ
ラ

リ
ン
ピ
ッ
ク
を
控
え
、二
〇
二
〇
年
に
は

四
千
万
人
の
外
国
人
が
訪
れ
る
と
の
政
府

予
想
も
出
さ
れ
る
な
ど
、理
容
業
界
を
取

り
巻
く
環
境
も
変
化
が
見
込
ま
れ
ま
す
。

全
国
理
容
連
合
会
で
は
、訪
日
外
国
人
に

と
っ
て
利
用
し
や
す
い
理
容
サ
ー
ビ
ス
提

供
の
で
き
る
体
制
づ
く
り
を
進
め
て
い
ま

す
が
、世
界
共
通
の
理
容
の
目
じ
る
し
の

日
本
の
バ
ー
バ
ー
ポ
ー
ル（
日
本
で
は
上
か

ら
赤
は
動
脈（
血
液
）、白
は
包
帯
、青
は
静

脈
の
意
）で
、そ
れ
ぞ
れ
の
サ
ロ
ン
を
知
っ

て
も
ら
い
、来
て
も
ら
い
、楽
し
ん
で
も
ら

い
、売
り
上
げ
向
上
に
つ
な
い
で
ま
い
り

ま
し
ょ
う
。長
い
歴
史
の
中
で
、身
だ
し
な

み
を
整
え
る
だ
け
で
な
く
医
療
行
為
を
も

行
い
、人
々
に
深
く
関
わ
っ
て
き
た
、こ
の

業
に
誇
り
を
持
ち
一
層
の
飛
躍
へ
の
責
任

を
誓
い
、私
の
年
頭
の
挨
拶
と
し
ま
す
。

全
国
理
容
生
活
衛
生
同
業
組
合
連
合
会

　
　
　
　
理
事
長
　
大 

森
　
利 

夫 

氏

平
成
三
十
年（
二
〇
一
八
年
）年
頭
所
感

進
む
国
際
化
へ
の
対
応

（
バ
ー
バ
ー
ポ
ー
ル
の
ル
ー
ツ
）

祝
受
賞
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

全
国
理
容
連
合
会 

理
事
長
表
彰

　

平
成
二
十
九
年
十
月
十
六
日
㈪
に
和

歌
山
県
の
和
歌
山
ビ
ッ
グ
ホ
エ
ー
ル
を

会
場
に
第
六
十
九
回
全
国
理
容
競
技
大

会
が
開
催
さ
れ
た
。
香
川
県
か
ら
は
、第

二
部
門
に
岡
坂
和
美
選
手
、第
三
部
門

に
藤
井
壮
司
選
手
、マ
ス
タ
ー
ス
タ
イ

リ
ス
ト
部
門
に
山
崎
鎮
永
、明
田
太
基

両
選
手
が
出
場
。
ま
た
、同
日
行
わ
れ

た
理
容
二
〇
一
七
メ
ッ
セ
ー
ジ
大
会
に

は
、山
地
里
美
選
手
が
出
場
し
た
。

　

大
会
は
、二
部
三
部
と
も
に
パ
ー
マ

ス
タ
イ
ル
に
な
っ
た
こ
と
も
あ
り
、各

部
門
で
審
査
の
基
準
に
よ
っ
て
は
、誰

が
優
勝
す
る
か
わ
か
ら
な
い
甲
乙
つ
け

が
た
い
作
品
も
多
く
見
ら
れ
、白
熱
し

た
戦
い
と
な
っ
た
。
香
川
県
選
手
も
最

高
の
仕
上
が
り
を
見
せ
、入
賞
の
可
能

性
も
あ
る
の
で
は
と
表
彰
式
を
迎
え
た

が
、も
う
一
歩
の
と
こ
ろ
で
入
賞
は
な

ら
ず
、残
念
な
結
果
と
な
っ
た
。

　

大
会
は
第
一
部
門
か
ら
第
三
部
門
ま

で
九
州
勢
が
全
て
の
優
勝
を
独
占
す
る

快
挙
を
成
し
遂
げ
た
。
九
州
勢
の
活
躍

に
刺
激
を
受
け
、次
回
は
四
国
勢
が
表

彰
台
に
立
て
る
よ
う
期
待
し
た
い
。

　

次
回
は
、平
成
三
十
年
十
月
八
日
に

熊
本
県
で
開
催
さ
れ
る
。

（
県
広
報　

小
松
芳
浩
）

和
歌
山
で
全
国
理
容
競
技
大
会
開
催

香川県選手団

高松協議会長
神 谷  　 彰 氏

（高松支部）

文化広報部長
小 松  芳 浩 氏

（香北支部）
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◇
経
過
日
誌

三
役
会

◦
第
五
回
三
役
会

　
　

十
月
三
十
日
㈪ 
午
後
一
時

サ
ン
メ
ッ
セ
香
川
小
会
議
室
③

三
役
部
長
会

◦
第
二
回
三
役
部
長
会

　
　

十
月
三
十
日
㈪ 

午
後
二
時

サ
ン
メ
ッ
セ
香
川
小
会
議
室
③

理
事
会

◦
第
二
回
理
事
会

　
　

十
一
月
二
十
七
日
㈪ 石

清
尾
八
幡
宮

委
員
会

◦
女
性
部
委
員
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
準
備
委
員
会

　
　

十
月
二
十
三
日
㈪ 

午
後
零
時

組
合
事
務
所
会
議
室

◦
広
報
委
員
会

　
　

十
一
月
二
十
七
日
㈪ 

午
後
二
時

組
合
事
務
所
会
議
室

協
議
会

◦
東
讃
協
議
会
ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会

　
　

十
二
月
十
一
日
㈪ 

午
前
十
時

太
洋
ボ
ウ
ル

講
習
会

◦
中
讃
協
議
会
衛
生
講
習
会

　
　

十
月
二
十
三
日
㈪ 

午
前
十
時

飯
山
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

◦
ニ
ュ
ー
ヘ
ア
組
合
講
習

　
　

十
月
三
十
日
㈪ 

午
前
十
時

サ
ン
メ
ッ
セ
香
川
中
会
議
室

◦
平
井
仏
生
山
支
部
合
同
講
習
会

　
　

十
一
月
八
日
㈬ 

午
後
八
時

宇
賀

◦
高
松
東
讃
合
同
衛
生
講
習
会

　
　

十
二
月
四
日
㈪ 

午
前
九
時
五
十
分

高
松
テ
ル
サ

競
技
大
会

◦
第
六
十
九
回
全
国
理
容
競
技
大
会

　
　

十
月
十
六
日
㈪ 

和
歌
山
ビ
ッ
グ
ホ
エ
ー
ル

そ
の
他

◦
四
国
女
性
フ
ォ
ー
ラ
ム

　
　

十
月
二
日
㈪ 

午
前
十
時

ア
ス
テ
ィ
徳
島

◦
理
容
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

　
　

十
月
九
日
㈪ 

高
松
片
原
町
東
部
商
店
街

◦
管
理
理
容
師
資
格
認
定
講
習

　
　
十
月
二
十
三
日
㈪ 
午
前
九
時
三
十
分

　
　
十
月
三
十
日
㈪ 
午
前
九
時
三
十
分

　
　
十
一
月
六
日
㈪ 

午
前
九
時
三
十
分

徳
島
県
あ
わ
ぎ
ん
ホ
ー
ル

◦
香
川
県
生
活
衛
生
協
会
新
年
賀
詞
交
換
会
打
合
会

　
　

十
一
月
一
日
㈬ 

午
後
二
時

パ
ー
ル
ガ
ー
デ
ン

◦
西
日
本
理
事
長
会

　
　

十
一
月
六
日
㈪ 

、七
日
㈫

大
分
県

◦
東
か
が
わ
支
部
旅
行

　
　

十
一
月
六
日
㈪ 

今
治
市
日
本
食
研
工
場
見
学

◦
県
組
合
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

　
　

十
一
月
十
三
日
㈪ 

高
松
市
総
合
体
育
館

◦
県
組
合
ゴ
ル
フ
大
会

　
　
十
一
月
二
十
日
㈪ 

午
前
八
時
三
十
分

ロ
イ
ヤ
ル
高
松
カ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ
ブ

◦
髪
授
神
祠
大
祭

　
　

十
一
月
二
十
七
日
㈪ 

午
前
十
時

石
清
尾
八
幡
宮

◦
高
松
支
部
親
睦
旅
行

　
　

十
二
月
十
一
日
㈪ 

大
阪
方
面

◦
事
務
所
仕
事
納
め

　
　

十
二
月
二
十
七
日
㈬

◇
行
事
予
定

総
会
・
総
代
会

◦
平
成
三
十
年
度
通
常
総
会
・
総
代
会

　
　

五
月
十
四
日
㈪ 

午
前
十
時

サ
ン
メ
ッ
セ
香
川
大
会
議
室

三
役
会

◦
第
六
回
三
役
会

　
　

一
月
二
十
九
日
㈪ 

午
後
一
時

組
合
事
務
所
会
議
室

三
役
部
長
会

◦
第
三
回
三
役
部
長
会

　
　

一
月
二
十
九
日
㈪ 

午
後
二
時

組
合
事
務
所
会
議
室

理
事
会

◦
第
三
回
理
事
会

　
　

二
月
二
十
六
日
㈪ 

午
前
十
時

サ
ン
メ
ッ
セ
香
川
中
会
議
室

委
員
会

◦
予
算
委
員
会

　
　

一
月
二
十
二
日
㈪ 

午
後
二
時

組
合
事
務
所
会
議
室

◦
広
報
委
員
会

　
　

二
月
二
十
六
日
㈪ 

午
後
三
時

サ
ン
メ
ッ
セ
香
川
中
会
議
室

協
議
会

◦
中
讃
協
議
会
役
員
旅
行

　
　

二
月
五
日
㈪ 

、六
日
㈫愛

知
県
方
面

講
習
会

◦
中
讃
協
議
会
商
工
セ
ミ
ナ
ー

　
　

一
月
十
五
日
㈪ 

午
前
十
時

坂
出
商
工
会
議
所

◦
日
本
剃
刀
技
術
伝
承
講
習
会（
四
国
協
議
会
）

　
　

一
月
十
五
日
㈪ 

正
午理

容
サ
ト
ウ

◦
県
組
合
フ
ル
ム
ー
ン
ヘ
ア
講
習
会

　
　

一
月
二
十
二
日
㈪ 

午
前
十
時

サ
ン
メ
ッ
セ
香
川
中
会
議
室

◦
Ｍ
ａ
ｒ
ｇ
ｅ
実
技
講
習
会

　
　

二
月
十
九
日
㈪

　
　

午
前
九
時
、午
後
一
時
三
十
分

タ
カ
ラ
ベ
ル
モ
ン
ト

◦
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
対
応
講
習
会

　
　

二
月
二
十
六
日
㈪ 

午
後
一
時

サ
ン
メ
ッ
セ
香
川
中
会
議
室

競
技
大
会

◦
香
川
県
理
容
競
技
大
会

　
片
原
町
Ｂ
Ａ
Ｒ
Ｂ
Ｅ
Ｒ
元
気
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

　
　

四
月
三
十
日
㈪ 

片
原
町
東
部
商
店
街
、ま
な
び
Ｃ
Ａ
Ｎ

◦
四
国
理
容
競
技
大
会

　
　

七
月
十
六
日
㈪ 

サ
ン
メ
ッ
セ
香
川
大
会
議
室

そ
の
他

◦
事
務
所
仕
事
始
め

　
　

一
月
五
日
㈮

◦
平
井
た
く
や
新
春
賀
詞
交
歓
会

　
　

一
月
五
日
㈮ 

午
前
十
一
時

◦
香
川
県
生
活
衛
生
協
会
新
年
賀
詞
交
換
会

　
　

一
月
二
十
一
日
㈰ 

正
午

パ
ー
ル
ガ
ー
デ
ン
讃
岐
の
間

◦
県
組
合
ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会

　
　

一
月
二
十
九
日
㈪ 

午
前
十
時

太
洋
ボ
ウ
ル

◦
理
容
師
国
家
試
験（
実
技
）

　
　

二
月
一
日
㈭

香
川
県
美
容
会
館

◦
フ
ォ
ー
ラ
ム
Ｋ‐大
野
敬
太
郎
君
を
励
ま
す
会

　
　
二
月
二
日
㈮ 

午
後
六
時
三
十
分

オ
ー
ク
ラ
ホ
テ
ル
丸
亀
二
階
鳳
凰
の
間

◦
理
容
師
国
家
試
験（
筆
記
）

　
　

三
月
四
日
㈰ 

午
後
二
時

愛
媛
大
学
工
学
部

協

議

会

協

議

会

総
会
・
総
代
会

三
役
部
長
会

委

員

会

理

事

会

委

員

会

三

役

会

三

役

会

三
役
部
長
会

理

事

会

競
技
大
会

競
技
大
会

講

習

会

講

習

会

そ

の

他

そ

の

他

経
過
及
び
行
事
予
定
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香
川
県
理
容
組
合
平
成
二
十
九
年
度
第

二
回
理
事
会
が
十
一
月
二
十
七
日
㈪
に
石

清
尾
八
幡
宮
社
務
所
で
開
催
さ
れ
た
。

　
ま
ず
佐
藤
功
理
事
長
が「
早
朝
の
髪
授

神
祠
大
祭
に
引
き
続
き
、理
事
会
ご
参
加

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。お
疲
れ
で
し
ょ

う
が
、慎
重
な
議
案
審
議
を
お
願
い
し
ま

す
。」と
挨
拶
さ
れ
た
。引
き
続
い
て
全
理

連
理
事
長
表
彰
の
伝
達
が
あ
り
、神
谷
彰

高
松
協
議
会
長
と
小
松
芳
浩
文
化
広
報

部
長
に
賞
状
と
記
念
品
が
手
渡
さ
れ
た
。

ま
た
、尾
早
圭
司
氏
と
野
口
繁
夫
氏
に
監

事
の
委
嘱
状
が
手
渡
さ
れ
た
。

ミ
ツ
ウ
ロ
コ
で
ん
き
契
約
促
進
へ

　

議
案
審
議
に
入
り
、先
日
全
理
連
理
事

会
で
決
議
さ
れ
た「
ミ
ツ
ウ
ロ
コ
で
ん
き
」

と
の
契
約
に
つ
い
て
説
明
が
あ
っ
た
。電
力

小
売
り
自
由
化
に
伴
い
、新
電
力
会
社
が

で
き
て
い
る
が
、そ
の
中
の「
ミ
ツ
ウ
ロ
コ

で
ん
き
」と
組
合
員
が
契
約
す
る
こ
と
に
よ

り
、各
店
舗
及
び
家
庭
の
電
気
代
が
五
％

以
上
削
減
で
き
、ま
た
、契
約
し
た
組
合
員

　

平
成
二
十
九
年
九
月
十
七
、十
八
日

に
フ
ラ
ン
ス
で
開
催
さ
れ
た
二
〇
一
七

パ
リ
世
界
大
会
で
、五
十
歳
以
上
の
マ

ス
タ
ー
ス
タ
イ
リ
ス
ト
部
門
に
出
場
し

た
香
川
県
の
北
地
一
行
副
理
事
長
が
第

三
位
の
栄
冠
に
輝
い
た
。

（
九
ペ
ー
ジ
に
関
連
記
事
）

の
電
気
代
総
計
の
一
％
が
組
合
に
販
売
奨

励
金
と
入
る
仕
組
み
で
あ
り
、組
合
員
と

組
合
に
と
っ
て
、大
変
メ
リ
ッ
ト
の
あ
る
契

約
と
な
っ
て
い
る
。今
後
、県
組
合
と
し
て

各
支
部
に
説
明
会
を
開
催
し
、平
成
三
十

年
三
月
末
を
め
ど
に
取
り
ま
と
め
た
い
考

え
で
あ
り
、各
支
部
長
に
日
程
調
整
の
お

願
い
を
し
た
。一
部
今
の
電
力
会
社
と
の

契
約
に
よ
り
、安
く
な
ら
な
い
場
合
も
あ

る
の
で
、各
支
部
説
明
会
で
ご
相
談
い
た

だ
き
た
い
。

新
三
ツ
星
マ
ー
ク
は
？

　
経
過
日
誌
、各
種
報
告
に
続
き
、野
村
勝

経
理
部
長
よ
り
、上
半
期
収
支
決
算
報
告

が
あ
り
、組
合
員
の
減
少
で
厳
し
い
中
間
決

算
で
は
あ
る
が
、全
員
の
承
認
を
得
た
。

　

ま
た
、二
〇
一
八
年
版
組
合
推
奨
三
ツ

星
マ
ー
ク
に
つ
い
て
説
明
が
あ
っ
た
。
今

回
の
マ
ー
ク
は
県
組
合
の
権
威
あ
る
も
の

な
の
で
、衛
生
講
習
会
、技
術
講
習
会
等
の

出
席
を
し
た
者
の
み
配
布
す
る
こ
と
に
し

た
。（
十
ペ
ー
ジ
に
関
連
記
事
）

最
低
賃
金
改
定
に

　
今
年
度
の
共
済
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
に
つ
い

て
、五
十
件
の
予
定
の
と
こ
ろ
四
十
三
件

の
申
し
込
み
が
あ
っ
た
こ
と
が
安
冨
豊
昭

共
済
部
長
よ
り
報
告
が
あ
っ
た
。

　

ま
た
、
今
年
度
の
地
域
別
最
低
賃

金
の
改
定
が
あ
り
、香
川
県
で
は
時
給

七
百
六
十
六
円
と
な
り
、十
月
一
日
よ
り

発
効
さ
れ
た
。従
業
員
の
お
ら
れ
る
お
店

は
ご
注
意
を
。

　

全
て
の
審
議
は
滞
り
な
く
審
議
さ
れ
、

全
議
案
承
認
を
受
け
て
、午
後
一
時
に
閉

会
し
た
。

（
県
広
報　
小
松
芳
浩
）

第
二
回
理
事
会
議
案

一
、経
過
日
誌

二
、各
種
会
議
報
告　
全
理
連
関
係

評
議
員
報
告

平
成
二
十
九
年
度
上
半
期
収
支
決
算

報
告

各
部
長
報
告

三
、第
六
十
七
回
四
国
理
容
競
技
大
会
報

告
に
関
す
る
件

四
、第
六
十
八
回
四
国
理
容
競
技
大
会
開

催
に
関
す
る
件

期
日・平
成
三
十
年
七
月
十
六
日

会
場・サ
ン
メ
ッ
セ
香
川
２
階

五
、平
成
三
十
年
度
西
日
本
理
事
長
会
開

催
に
関
す
る
件

期
日・平
成
三
十
年
十
一
月
五
、六
日

六
、
平
成
二
十
九
年
度
版
香
川
県
組
合

ニ
ュ
ー
ヘ
ア
ー
カ
タ
ロ
グ
作
成
の
件

七
、平
成
二
十
九
年
度
共
済
推
進
に
関
す

る
件

八
、平
成
二
十
九
年
度
理
容
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
に
関
す
る
件

九
、二
〇
一
八
組
合
推
奨
三
ツ
星
シ
ー
ル

作
製
に
関
す
る
件

シ
ー
ル
配
布
条
件
に
つ
い
て

十
、国
庫
補
助
事
業・
ア
デ
ノ
バ
イ
タ
ル

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
関
す
る
件

十
一
、ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
に
関
す
る
件

十
二
、全
国
理
容
競
技
大
会
結
果
報
告
に

関
す
る
件

十
三
、そ
の
他

Ｏ
Ｍ
Ｃ
世
界
理
美
容
大
会
結
果
に
つ

い
て

北
地
副
理
事
長
、マ
ス
タ
ー
部
門
第

三
位
獲
得

理
容
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
金
寄
贈
に

つ
い
て

全
国
理
容
連
合
会
旗
作
成
・
入
魂
式

関
係

全
国
理
容
技
術
伝
承
者
推
薦
に
関
す

る
件　
二
名

平
成
三
十
年
度
全
国
理
容
競
技
大
会

開
催
県　
熊
本
県

平
成
二
十
九
年
度
最
低
賃
金
に
つ

い
て

平
成
二
十
九
年
度
第
二
回
理
事
会
を
開
催

北
地
副
理
事
長

世
界
大
会
第
３
位
入
賞
の
栄
冠
！

全理連理事長表彰を受ける神谷氏（左）と小松氏

理事会の様子
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に
三
十
袋
程
に
な
り
ま
し
た
。

　
熱
心
な
清
掃
活
動
の
後
、集
合
写
真
の

撮
影
を
し
て
終
了
し
ま
し
た
。

　
募
金
活
動
と
エ
コ
キ
ャ
ッ
プ
の
収
集
も

あ
り
、多
く
の
協
力
が
あ
り
ま
し
た
。

（
高
松
支
部
青
年
部
長　
宮
本
修
志
）

◎
中
讃
協
議
会

　

平
成
二
十
九
年
九
月
十
一
日
午
前
九

時
よ
り
、丸
亀
城
に
て
中
讃
協
議
会
理
容

清
掃
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

前
日
ま
で
の
天
気
予
報
で
は
当
日
は
雨
。

し
か
し
、中
讃
の
組
合
員
さ
ん
の
日
ご
ろ

の
行
い
が
余
程
良
い
の
か
、見
事
に
晴
れ

て
六
十
名
を
超
え
る
多
く
の
参
加
者
に
恵

ま
れ
ま
し
た
。今
回
は
石
垣
の
修
復
の
通

行
規
制
が
あ
り
、全
体
の
三
分
の
二
程
の

清
掃
と
な
り
ま
し
た
が
、一
時
間
も
す
る

と
各
自
持
参
す
る
ゴ
ミ
袋
は
一
杯
に
な
り
、

お
城
は
す
っ
か
り
き
れ
い
に
な
り
ま
し
た
。

早
朝
で
、暑
く
な
る
前
の
奉
仕
活
動
は
空

気
も
良
く
、自
分
が
き
れ
い
に
し
た
お
城

を
見
る
と
、気
分
が
良
い
も
の
で
す
。こ
う

◎
東
讃
協
議
会

　

平
成
二
十
九
年
九
月
十
一
日
㈪
全
国

一
斉
に
行
な
わ
れ
た｢
理
容
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
日｣

に
東
讃
協
議
会
で
は
、国
有
林

で
も
あ
る
、さ
ぬ
き
市
津
田
の
松
原
に
て
、

組
合
員
と
家
族
ら
約
八
十
人
が
参
加
し
、

清
掃
奉
仕
を
実
施
し
た
。

　
午
前
八
時
三
十
分
よ
り
、野
崎
耕
次
東

讃
協
議
会
長
の｢

当
地
で
の
奉
仕
作
業
は

十
回
目
を
迎
え
ま
し
た
。今
ま
で
参
加
し

て
頂
い
た
方
本
当
に
ご
苦
労
さ
ま
で
し
た｣

と
挨
拶
が
あ
っ
た
。玉
木
雄
一
郎
衆
議
院

議
員
、大
山
茂
樹
さ
ぬ
き
市
長
か
ら
も
労

い
の
挨
拶
が
あ
り
ま
し
た
。

　
樹
齢
六
百
年
を
越
え
る
風
格
の
あ
る
松

林
。落
ち
葉
も
相
当
量
だ
が
、ガ
ン
ジ
キ・

火
箸・一
輪
車・軽
ト
ラ
ッ
ク
を
駆
使
し
て
、

参
加
者
は
流
れ
る
汗
を
拭
き
な
が
ら
、連

し
た
活
動
は
続
け
て
い
く
こ
と
に
意
義
が

あ
る
も
の
で
、今
後
も
ず
っ
と
続
い
て
い
っ

て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

（
県
広
報　
白
川
成
二
）

◎
西
讃
協
議
会

　
平
成
二
十
九
年
九
月
十
一
日（
月
）朝
八

時
三
十
分
集
合
。毎
年
九
月
の
第
二
月
曜

「
理
容
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
日
」。曇
り
の
天

気
予
報
で
し
た
。毎
年
雨
だ
け
は
と
願
っ

て
い
ま
す
が
、何
と
か
曇
り
で
蒸
し
暑
い

日
で
し
た
。昨
年
は
伊
吹
島
と
海
を
バ
ッ

ク
に
写
真
撮
影
し
ま
し
た
が
、今
年
は
公

園
の
入
り
口
看
板
前
で
の
一
枚
。
約
二
十

名
の
参
加
で
募
金
と
エ
コ
キ
ャ
ッ
プ
を
頂

き
、観
音
寺
有
明
浜
で
燃
え
る
ゴ
ミ
と
燃

え
な
い
ゴ
ミ
を
分
け
な
が
ら
砂
浜
を
歩
い

て
行
き
ま
し
た
。小
さ
い
ゴ
ミ
で
も
数
が

集
ま
る
と
三
十
袋
ぐ
ら
い
に
な
っ
て
い
ま

し
た
。
朝
早
く
か
ら
の
清
掃
活
動
、西
讃

協
議
会
の
方
々
ご
苦
労
様
で
し
た
。あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

（
県
広
報　
森　
健
二
）

携
し
な
が
ら
手
際
よ
く
運
ん
だ
。約
二
時

間
半
の
作
業
で
二
ト
ン
車
二
台
分
の
芥
を

集
積
し
、善
意
の
集
金
も
三
万
百
円
と
募

り
ま
し
た
。

　
長
い
歳
月
か
ら
す
れ
ば
、今
日
の
作
業

は
小
さ
な
出
来
事
か
も
し
れ
な
い
が
、連

綿
と
受
け
継
が
れ
て
き
た
松
林
の
保
全
の

大
切
さ
を
学
び
ま
し
た
。　
　

（
県
広
報　
藤
沢
弘
順
）

◎
高
松
協
議
会

 　　

高
松
協
議
会
は
平
成
二
十
九
年
九
月

十
一
日
理
容
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
日
に
、石

清
尾
八
幡
宮
・
髪
授
神
祠
・
蜂
穴
神
社
周

辺
お
よ
び
参
道
の
清
掃
活
動
を
行
い
ま

し
た
。

　

午
前
九
時
よ
り
神
谷
彰
高
松
協
議
会

長
、川
筋
高
松
支
部
長
の
挨
拶
の
後
、開

始
し
ま
し
た
。一
時
間
程
度
で
落
葉
が
袋

十回目を迎えた清掃ボランティア

清掃後の集合写真

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
前
に
大
林
協
議
会
長
の
挨
拶

ゴミ拾いの前に一枚

理
容
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
in
香
川
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理
容
元
気
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
が
平
成

二
十
九
年
十
月
九
日
㈪
に
片
原
町
東
部

商
店
街
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
今
回
も
片
原
町
東
部
商
店
街
と
コ
ラ
ボ

し
て
、特
設
ス
テ
ー
ジ
で
は
高
松
ま
つ
り

最
優
秀
賞
の
愛
祭
連
の
演
舞
で
オ
ー
プ
ニ

ン
グ
。
ま
た
ア
コ
ー
ス
テ
ィ
ッ
ク
ラ
イ
ブ

な
ど
で
大
い
に
盛
り
上
が
り
、そ
の
中
ひ

と
き
わ
注
目
を
集
め
た
の
は
、バ
ー
バ
ー

バ
ト
ル
。県
講
師
が
プ
ラ
イ
ド
を
懸
け
、一

対
一
の
真
剣
勝
負
に
観
客
ら
は
華
麗
な
ハ

サ
ミ
さ
ば
き
に
固
唾
を
飲
ん
で
引
き
込
ま

れ
ま
し
た
。

　

理
容
体
験
コ
ー
ナ
ー
や
手
バ
リ
で
丸
刈

り
に
挑
戦
や
風
船
カ
ミ
ソ
リ
に
チ
ャ
レ
ン

ジ
、パ
ッ
ト
ゴ
ル
フ
な
ど
楽
し
い
屋
台
も

あ
り
、子
ど
も
た
ち
で
大
賑
わ
い
で
し
た
。

　

今
回
も
祝
日
と
い
う
こ
と
で
多
く
の

人
出
が
あ
り
、子
ど
も
た
ち
も
多
く
参
加

し
て
い
た
だ
き
、理
容
業
の
楽
し
さ
を
ア

　

平
成
二
十
九
年
十
一
月
十
三
日
㈪
高

松
総
合
体
育
館
に
て
理
容
組
合
ソ
フ
ト
バ

レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

高
松
協
議
会
の
神
谷
彰
会
長
の
開
会
宣

言
と
冨
田
優
作
さ
ん
と
白
井
千
春
さ
ん
の

元
気
な
選
手
宣
誓
で
始
ま
り
ま
し
た
。ラ

ジ
オ
体
操
に
至
っ
て
は
、ご
来
賓
の
国
会

議
員
の
先
生
ら
を
は
じ
め
秘
書
の
方
々
も

参
加
し
て
い
た
だ
き
、始
球
式
に
て
ゲ
ー

ム
ス
タ
ー
ト
。

　

上
級
出
場
五
チ
ー
ム
で
総
当
た
り
で
の

　

四
国
女
性
フ
ォ
ー
ラ
ム
が
平
成
二
十
九

年
十
月
二
日（
月
）に
徳
島
県
の
ア
ス
テ
ィ
と

く
し
ま
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

第
一
部
は
講
師
に
井
本
逸
勢
医
学
博
士

の「
あ
な
た
と
家
族
が
生
き
る
た
め
に
必
要

な
ガ
ン
と
遺
伝
の
話
」の
講
演
で
し
た
。ブ

ラ
ッ
ド
ピ
ッ
ト
さ
ん
と
ア
ン
ジ
ェ
リ
ー
ナ

ジ
ョ
リ
ー
さ
ん
夫
婦
の
例
を
あ
げ
、自
分
に

乳
ガ
ン
に
な
る
可
能
性
が
あ
る
遺
伝
子
を

持
っ
て
い
る
こ
と
が
分
か
り
、乳
房
摘
出
手

術
を
受
け
て
、遺
伝
子
や
染
色
体
が
発
病
に

関
係
が
あ
る
こ
と
を
知
ら
し
め
る
活
動
を

し
て
い
る
こ
と
を
話
さ
れ
ま
し
た
。

　
第
二
部
は
笑
福
亭
学
光
さ
ん
の「
気
持
ち

よ
く
お
店
を
後
に
し
て
も
ら
う
会
話
の
テ
ク

ニ
ッ
ク
」の
講
演
で
、「
笑
顔
で
あ
れ
ば
楽
し

く
何
事
も
う
ま
く
い
く
。ま
た
笑
顔
は
健
康

に
も
良
く
、一
日
一
回
は
笑
い
ま
し
ょ
う
。」

と
の
事
で
し
た
。

　
今
回
は
勉
強
に
な
り
、笑
い
あ
り
の
楽
し

い
講
演
で
し
た
。

（
県
女
性
部
長　
藤
澤
栄
利
子
）

ピ
ー
ル
で
き
る
格
好
の
場
と
な
っ
た
と
思

い
ま
す
。

　

平
成
三
十
年
も
四
月
三
十
日
に
片
原

町
で
開
催
予
定
で
す
。
組
合
員
の
皆
さ
ん

も
ご
参
加
い
た
だ
き
、今
回
以
上
に
盛
り

上
げ
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

（
県
広
報　

小
松
芳
浩
）

対
戦
に
な
り
、組
み
合
わ
せ
や
審
判
、線
審

の
や
り
く
り
が
難
し
く
な
り
ま
し
た
が
、

皆
様
方
の
ご
協
力
も
あ
り
、な
ん
と
か
乗

り
切
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
ご
協
力
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

結
果
は
次
の
通
り

上　

級

　

優　

勝　

琴
平

　

準
優
勝　

仏
生
山
Ａ

　

三　

位　

西
讃

中　

級

　

優　

勝　

丸
亀
Ｂ

　

準
優
勝　

東
か
が
わ

　

三　

位　

丸
亀
Ａ

　
（
県
女
性
部
長　

藤
澤
栄
利
子
）

大賑わいの体験コーナー

山崎講師（左）と山原講師の一騎討ち、バーバーバトル

中級優勝の丸亀Ｂチーム

上級優勝の琴平チーム

女性フォーラム参加のみなさん

理
容
の
楽
し
さ
を
商
店
街
で
ア
ピ
ー
ル
！

理
容
元
気
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

香
川
県
組
合
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

四
国
女
性
フ
ォ
ー
ラ
ム

第281号理　　容　　　香　　川2018年（平成30年）１月１日発行 （6）



と
き
な
ど
、正
し
い
知
識
と
行
動
が
人
命

を
救
う
と
思
う
と
、身
が
引
き
締
ま
る
思

い
で
し
た
。自
分
に
は
人
事
の
よ
う
に
感

じ
て
い
た
救
急
救
命
講
習
、貴
重
な
経
験

に
な
り
ま
し
た
。（県

広
報　
白
川　
成
二
）

◆
西
讃
協
議
会
ゴ
ル
フ
大
会

　

平
成
二
十
九
年
九
月
二
十
五
日（
晴
）

琴
平
カ
ン
ト
リ
ー
倶
楽
部
に
お
い
て
親
睦

ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ
を
開
催
し
ま
し
た
。八
時

三
十
分
集
合
で
練
習
グ
リ
ー
ン
で
は
真
剣

に
パ
タ
ー
の
感
覚
を
…
。天
気
に
恵
ま
れ

暑
い
日
で
し
た
が
、プ
レ
ー
中
も
熱
く
な
っ

て
い
ま
し
た
。好
プ
レ
ー
で
盛
り
上
が
れ

ば
、珍
プ
レ
ー
で
笑
い
も・・・
筆
者
で
す

が
。
春
に
二
支
部
合
同
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ
を

し
て
秋
に
第
一
回
西
讃
協
議
会
ゴ
ル
フ
コ

ン
ペ
が
出
来
た
こ
と
を
嬉
し
く
思
い
ま
す
。

楽
し
い
一
日
で
し
た
。

　
上
位
入
賞
者
は
次
の
通
り
で
す
。

優　
勝　
　
植
村
浩
明

準
優
勝　
　
高
橋
武
夫

三　
位　
　
桑
城
正
利

（
県
広
報　
森　
健
二
）

◆
中
讃
協
議
会
ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会

　

平
成
二
十
九
年
九
月
四
日
午
前
十
時

よ
り
、中
讃
協
議
会
ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会
が
、

坂
出
中
央
ボ
ウ
ル
に
て
開
催
さ
れ
ま
し

た
。今
回
十
四
名
と
若
干
少
な
め
の
参
加

人
数
と
な
り
ま
し
た
が
、い
ざ
ゲ
ー
ム
が

ス
タ
ー
ト
す
る
と
、み
ん
な
熱
の
こ
も
っ

た
投
球
に
入
り
ま
し
た
。も
う
い
つ
も
参

加
さ
れ
て
い
る
ベ
テ
ラ
ン
さ
ん
ば
か
り
な

の
で
、２
ゲ
ー
ム
を
平
均
的
に
収
め
た
り
、

最
初
か
ら
全
開
で
飛
ば
し
て
行
く
組
合
員

さ
ん
と
、そ
れ
ぞ
れ
の
ペ
ー
ス
で
優
勝
を

目
指
し
ま
し
た
。
結
局
、最
初
か
ら
飛
ば

し
た
品
地
守
彦
氏
が
、優
勝
と
ハ
イ
ゲ
ー

ム
賞
の
二
冠
に
輝
き
ま
し
た
。次
の
県
大

会
で
は
他
の
組
合
員
さ
ん
の
奮
起
を
期
待

し
て
お
り
ま
す
。年
々
参
加
人
数
の
減
少

に
悩
ま
さ
れ
て
お
り
ま
す
が
、仕
事
の
合

間
の
気
分
転
換
に
も
な
り
、ボ
ウ
リ
ン
グ

は
怪
我
の
リ
ス
ク
も
ほ
と
ん
ど
な
い
の
で
、

是
非
多
く
の
組
合
員
さ
ん
の
参
加
を
お
待

ち
し
て
お
り
ま
す
。（県

広
報　
白
川
成
二
）

　
　◆

平
成
二
十
九
年

　
中
讃
協
議
会
衛
生
講
習

　
平
成
二
十
九
年
十
月
二
十
三
日
午
前
十

時
よ
り
、飯
山
北
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

に
て
中
讃
協
議
会
衛
生
講
習
会
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。今
回
は
二
部
構
成
と
な
っ
て
お

り
、一
部
は
中
讃
保
健
所
の
方
が
お
見
え
に

な
り
、衛
生
消
毒
に
つ
い
て
丁
寧
な
説
明
が

あ
り
ま
し
た
。我
々
組
合
員
全
員
が
理
解

実
践
さ
れ
て
い
て
し
か
り
の
知
識
で
あ
り

ま
す
が
、慣
れ
と
い
う
の
は
恐
ろ
し
い
も
の

で
、一
年
経
つ
と
数
値
を
忘
れ
て
い
た
り
、

時
間
を
間
違
え
て
い
た
り
で
、毎
年
の
説
明

を
受
け
て
、は
っ
と
気
づ
か
さ
れ
る
こ
と
が

多
い
で
す
。休
み
の
日
に
わ
ざ
わ
ざ
出
向
く

の
は
面
倒
で
す
が
、行
っ
て
受
講
し
て
み
る

と
、一
年
に
一
回
は
や
ら
な
い
と
絶
対
忘
れ

て
し
ま
う
な
と
、こ
の
講
習
の
重
要
さ
が
身

に
染
み
ま
す
。

　
二
部
に
入
る
と
、丸
亀
消
防
本
部
よ
り

三
人
の
講
師
の
方
々
に
、も
し
も
の
時
の

Ａ
Ｅ
Ｄ
の
取
り
扱
い
と
、心
臓
マ
ッ
サ
ー

ジ
に
つ
い
て
説
明
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。率
直
な
感
想
と
し
て
、見
る
と
や
る
と

で
は
大
違
い
。特
に
Ａ
Ｅ
Ｄ
は
機
械
を
動

か
す
ま
で
の
注
意
事
項
、段
取
り
な
ど
知

ら
な
い
こ
と
ば
か
り
で
、音
声
に
従
っ
て
や

れ
ば
簡
単
と
思
っ
て
い
た
自
分
の
甘
さ
を

反
省
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。心
臓
マ
ッ
サ
ー

ジ
で
は
、処
置
を
施
す
相
手
と
自
分
の
位

置
、押
す
力
加
減
、正
し
い
手
の
位
置
、長

時
間
に
な
る
こ
と
が
多
い
の
で
、疲
れ
に
く

い
や
り
方
な
ど
、多
く
の
こ
と
を
学
び
ま

し
た
。我
々
の
仕
事
は
屋
内
で
の
仕
事
で
、

あ
ま
り
実
際
に
遭
遇
す
る
こ
と
は
少
な
い

と
思
い
ま
す
が
、家
族
に
何
か
が
あ
っ
た

協
議
会
だ
よ
り

髪
授
神
祠
大
祭

　

理
容
業
の
業
祖「
北
小
路
采
女
亮
藤
原

政
之
」が
祭
ら
れ
て
い
る
高
松
市
宮
脇
町

の
髪
授
神
祠
で
、平
成
二
十
九
年
十
一
月

二
十
七
日
㈪
、大
祭
が
厳
か
に
執
り
行
わ

れ
ま
し
た
。

　

小
春
日
和
の
木
洩
れ
日
の
中
、予
定
通

り
午
前
十
時
に
野
村
勝
常
務
理
事
の
司
会

で
始
ま
り
、石
清
尾
八
幡
宮
宮
司
の
祝
詞

に
引
き
続
き
、佐
藤
功
奉
賛
会
会
長
や
ご

来
賓
を
は
じ
め
、県
組
合
役
員
が
玉
串
奉

納
い
た
し
ま
し
た
。

　

今
年
一
年
の
無
事
を
感
謝
し
、来
る
年

も
よ
り
一
層
の
理
容
業
発
展
を
祈
願
し
て
、

無
事
に
終
了
し
ま
し
た
。

　

今
年
も
高
松
支
部
の
皆
様
、ご
準
備
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

（
県
広
報　
小
松
芳
浩
）

理
容
組
合
の
発
展
を
祈
願

快晴と緑とスタート前の笑顔

真剣にAED体験

優勝の品地守彦さん

髪授神祠大祭の様子
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◆
平
井・仏
生
山
支
部
合
同
講
習
会

　
レ
デ
ィ
ー
ス
前
下
が
り
ボ
ブ
ス
タ
イ
ル
の

講
習
会
が
平
成
二
十
九
年
十
一
月
八
日
㈬

午
後
八
時
三
十
分
よ
り
、県
講
師
寶
智
直

樹
先
生
を
迎
え
、二
十
二
名
の
参
加
者
で
、

㈱
宇
賀
高
松
営
業
所
に
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
内
容
は
、ツ
ー
ブ
ロ
ッ
ク
を
入
れ
て
毛
量

を
抑
え
、オ
ー
バ
ー
ヘ
ア
ボ
ト
ム
ラ
イ
ン
か

ら
上
に
四
セ
ン
チ
ほ
ど
の
グ
ラ
デ
ー
シ
ョ
ン

を
作
り
、ク
ラ
ウ
ン
下
部
か
ら
の
膨
ら
み
を

サ
イ
ド
四
十
五
度
前
下
が
り
に
つ
な
げ
る

ボ
ブ
ス
タ
イ
ル
を
作
り
上
げ
ま
す
。ガ
イ
ド

の
作
り
方
や
パ
ネ
ル
の
引
き
出
し
方
、ネ
ー

プ
の
生
え
際
の
処
理
な
ど
注
意
点
を
た
く

さ
ん
教
え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。特
筆
な
の

は
、セ
ニ
ン
グ
前
に
一
度
ド
ラ
イ
ヤ
ー
で
ス

タ
イ
リ
ン
グ
を
作
り
、毛
量
に
応
じ
て
十
％

梳
き
バ
サ
ミ
に
よ
る
鮮
や
か
な
セ
ニ
ン
グ
技

術
に
は
感
嘆
し
ま
し
た
。

　
来
年
の
全
理
連
ニ
ュ
ー
ヘ
ア
も
女
性
の
ス

タ
イ
リ
ン
グ
を
提
案
し
て
い
ま
す
が
、講
師

に
よ
る
と
、理
容
業
も
女
性
客
が
増
え
て
い

く
傾
向
に
あ
る
中
、女
性
客
を
い
か
に
取
り

入
れ
る
か
、女
性
な
ら
で
は
の
ニ
ー
ズ
を
細

か
く
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
取
り
な
が
ら

の
接
客
が
必
要
と
の
ア
ド
バ
イ
ス
や
女
性
が

気
に
入
っ
て
く
れ
る
毛
髪
豆
知
識
の
提
案
、

特
に
ト
リ
ー
ト
メ
ン
ト
の
仕
方
の
ち
ょ
っ
と

し
た
工
夫
な
ど
を
教
え
て
い
た
だ
き
、終
了

時
間
は
十
一
時
を
過
ぎ
る
夜
間
講
習
会
で

し
た
。

（
平
井
支
部
広
報　
高
橋
政
俊
）

◆
高
松
支
部
夜
間
講
習
会

　

平
成
二
十
九
年
十
月
二
十
五
日
㈬
午

後
八
時
三
十
分
よ
り
タ
カ
ラ
ベ
ル
モ
ン
ト

に
於
い
て「
大
人
の
ル
ー
テ
ィ
ー
ン
カ
ラ
ー

プ
ロ
グ
ラ
ム LU

V
IO

N
A

（
ル
ビ
オ
ナ
）」

の
夜
間
講
習
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

受
講
者
は
十
九
名
で
、ル
ベ
ル
の
イ
ン

ス
ト
ラ
ク
タ
ー
の
方
に
お
手
伝
い
頂
き
、手

順
や
特
徴
の
説
明
を
し
て
も
ら
い
な
が
ら

技
術
を
進
め
て
行
き
ま
し
た
。

　
レ
デ
ィ
ー
ス
モ
デ
ル
は
８
レ
ベ
ル
の
マ
ッ

ト
系
の
カ
ラ
ー
を
乗
せ
ま
し
た
。
元
々
が

赤
味
の
あ
る
退
色
気
味
の
毛
髪
で
し
た
が

色
味
も
変
わ
り
艶
が
出
て
、お
さ
ま
り
も

良
く
な
っ
た
よ
う
に
感
じ
ま
し
た
。

　

メ
ン
ズ
モ
デ
ル
は
新
生
毛
に
７
レ
ベ

ル
の
カ
ラ
ー
を
乗
せ
ま
し
た
。
従
来
の
カ

ラ
ー
剤
よ
り
も
白
髪
に
対
し
て
し
っ
か
り

と
入
る
印
象
で
、ト
ー
ン
は
３
レ
ベ
ル
か
ら

10
レ
ベ
ル
ま
で
、色
調
も
六
種
類
と
多
く

の
シ
リ
ー
ズ
が
そ
ろ
っ
て
い
て
幅
広
い
お

客
様
に
対
応
で
き
そ
う
で
す
。

　

ま
た
、サ
ラ
サ
ラ
感
の
あ
る
手
触
り
の

よ
さ
も
印
象
に
残
り
ま
し
た
。
白
髪
染
め

＝
髪
の
手
触
り
が
悪
く
な
る
と
い
っ
た
イ

メ
ー
ジ
を
払
拭
で
き
る
商
材
で
は
な
い
か

と
思
い
ま
し
た
。

　
ア
ル
カ
リ
を
抑
え
る
こ
と
に
よ
り
髪
や

頭
皮
へ
の
ダ
メ
ー
ジ
も
少
な
く
、四
十
代
、

五
十
代
の
お
客
様
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
継
続

的
な
ル
ー
テ
ィ
ー
ン
と
し
て
お
勧
め
が
出

来
そ
う
で
す
。（

高
松
支
部　

白
井
啓
正
）

◆
東
か
が
わ
支
部
旅
行

　

平
成
二
十
九
年
十
一
月
六
日
㈪
に
、東

か
が
わ
支
部
で
は
支
部
旅
行
に
行
っ
て
ま

い
り
ま
し
た
。

　
支
部
員
の
ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果
、工
場
見

学
に
行
っ
て
み
た
い
と
い
う
意
見
が
多
数
あ

り
愛
媛
の
ア
サ
ヒ
ビ
ー
ル
工
場
と
日
本
食

研
を
見
学
し
て
き
ま
し
た
。

　

ビ
ー
ル
工
場
で
は
皆
さ
ん
普
段
口
に
し

て
い
る
ビ
ー
ル
よ
り
お
い
し
い
と
の
評
価
。

一
方
、日
本
食
研
で
は
バ
ロ
ッ
ク
様
式
の
立

派
な
建
物
に
目
を
奪
わ
れ
ま
し
た
。

　

天
気
に
も
恵
ま
れ
充
実
し
た
時
間
を
過

ご
し
ま
し
た
。

（
東
か
が
わ
支
部
長　
安
富
豊
昭
）

◆
高
松
支
部
親
睦
ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会

　

平
成
二
十
九
年
九
月
十
一
日
、午
前
中

の
理
容
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
清
掃
の
後
、午
後
か

ら
太
洋
ボ
ウ
ル
に
て
、高
松
支
部
親
睦
ボ
ウ

リ
ン
グ
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
和
気
あ
い
あ
い
と
楽
し
い
ニ
ゲ
ー
ム
で
し

た
。
景
品
は
と
て
も
バ
ラ
エ
テ
ィ
豊
か
で
、

順
位
に
関
係
な
く
参
加
者
全
員
に
景
品
を

持
ち
帰
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。参
加
者
の

皆
さ
ん
お
疲
れ
様
で
し
た
。

（
高
松
支
部
青
年
部
長　
宮
本
修
志
）

支
部
だ
よ
り

　

み
な
さ
ん
、カ
ッ
ト
ク
ロ
ス
を
止
め

る
マ
ジ
ッ
ク
テ
ー
プ
の
お
掃
除
を
定
期

的
に
や
っ
て
お
ら
れ
ま
す
か
？
カ
ッ
ト

ク
ロ
ス
を
か
け
る
時
に
、ふ
と
お
客
様

が
目
に
す
る
こ
と
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

た
と
え
ネ
ッ
ク
ペ
ー
パ
ー
を
す
る
に
し

ろ
他
の
お
客
様
の
髪
の
毛
が
付
い
て
い

れ
ば
あ
ま
り
気
持
ち
い
い
も
の
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
お
掃
除
用
ブ
ラ
シ
ま
た
は

使
い
古
し
た
歯
ブ
ラ
シ
な
ど
で
キ
レ
イ

に
取
り
除
け
ば
衛
生
的
だ
け
で
な
く
マ

ジ
ッ
ク
テ
ー
プ
の
機
能
も
よ
く
な
り
ま

す
の
で
是
非
お
試
し
く
だ
さ
い
。

（
地
域
活
性
化
委
員
会　
山
本
恵
三
）

ち
ょ
っ
と
し
た
こ
と

寶智講師に熱視線のみなさん

仕上がりを近くで確認する受講者

熱戦のボウリング大会

日本食研で記念写真

こんな汚れが

こんなにきれいに
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「
世
界
大
会
に
出
場
で
き
る
ら
し
い

よ
。」三
月
二
日
に
佐
藤
理
事
長
よ
り
ご

連
絡
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
本
来
三
名
派

遣
の
と
こ
ろ
今
年
は
学
生
部
門
が
無
い

た
め
六
名
派
遣
す
る
こ
と
に
な
っ
た
と
の

事
。
四
位
だ
っ
た(

同
点
三
位
、審
査
委

員
長
判
断)

私
は
滑
り
込
み
セ
ー
フ
。フ

ラ
ン
ス
か
ぁ
、行
っ
て
み
た
い
な
〜
、と
言

う
軽
い
気
持
ち
で
参
加
の
お
願
い
を
い
た

し
ま
し
た
。

　
す
ぐ
さ
ま
競
技
要
項
、フ
ラ
ン
ス
渡
航

要
領
等
次
々
と
送
っ
て
来
ら
れ
る
に
連

れ
、段
々
と
憂
鬱
な
気
分
に
な
っ
て
参
り

ま
し
た
。ま
ず
競
技
が
今
年
か
ら
新
し
く

サ
ロ
ン
ヘ
ア
ー
に
変
更
さ
れ
る
と
言
う

事
で
す
。カ
ッ
ト
十
三
分
、セ
ッ
ト
七
分
、

セ
ッ
ト
に
は
ド
ラ
イ
ヤ
ー
、コ
ー
ム
、ブ

ラ
シ
の
使
用
禁
止
、全
て
手
と
整
髪
料
の

み
を
使
い
行
う
事
、そ
れ
っ
て
ど
う
い
う

事
？
手
だ
け
？
意
味
が
分
か
り
ま
せ
ん
！

　

更
に
ウ
ィ
ッ
グ
は
山
羊
の
毛
を
使
っ

た
指
定
の
外
国
製
ウ
ィ
ッ
グ
に
限
る
、カ

ラ
ー
は
指
定
の
色
六
色
の
う
ち
の
三
色
ま

で
使
用
可
能
と
の
事
、中
々
手
強
そ
う
で

す
。七
分
で
出
来
る
ス
タ
イ
ル
に
三
色
の

カ
ラ
ー
か
ぁ
〜
っ
て
考
え
て
い
る
う
ち
に

ど
ん
ど
ん
日
に
ち
は
経
っ
て
行
き
ま
す
。

　

六
月
五
日
、東
京
全
理
連
ビ
ル
地
下

実
習
室
に
お
い
て
マ
ス
タ
ー
ズ
の
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ト

レ
ー
ナ
ー
も
白
川
先
生
に
決
定
し
喜
び

勇
ん
で
参
加
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。
他
の

方
も
よ
く
似
た
も
の
で
何
も
分
か
ら
ず

模
索
し
て
い
る
み
た
い
で
し
た
。こ
こ
で

カ
ラ
ー
は
赤
、白
、黒
の
三
色
を
使
お
う

と
言
う
事
が
決
定
！
先
ず
は
一
安
心
、マ

ネ
キ
ン
の
衣
装
、フ
ラ
ン
ス
の
電
圧
用
ド

ラ
イ
ヤ
ー
も
全
理
連
よ
り
貸
し
て
頂
け

る
と
の
事
で
悩
み
が
少
し
ず
つ
解
消
さ
れ

て
行
き
ま
し
た
。

　
も
う
後
は
や
る
だ
け
、三
か
月
し
か
あ

り
ま
せ
ん
！
先
ず
根
元
染
め
、真
っ
白
な

毛
だ
け
に
余
計
な
所
に
付
か
な
い
様
に

注
意
し
て
慎
重
に
行
い
ま
す
。
根
元
三
セ

ン
チ
以
外
は
油
性
の
ポ
マ
ー
ド
を
半
瓶

く
ら
い
使
い
揉
み
込
ん
で
お
き
ま
す
。こ

れ
で
少
々
付
い
て
も
大
丈
夫
！
次
に
赤

と
白
を
塗
布
す
る
の
で
す
が
赤
の
色
を

決
定
す
る
の
に
情
報
収
集
し
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。メ
ー
カ
ー
、色

の
種
類
、こ
の
掛
け
合
わ
せ
は

す
ご
い
数
に
な
り
ま
す
、赤
も

単
色
で
は
な
く
二
色
以
上
混

ぜ
る
方
が
深
み
が
出
る
と
か
、

誰
に
聞
い
て
も
要
領
を
得
ま

せ
ん
。す
ご
く
責
任
が
掛
か
っ

て
き
ま
す
か
ら・・。

　

弟
子
の
池
原
県
講
師
と
相

談
し
二
人
掛
か
り
で
染
め
て
い
き
ま
す
。

赤
と
白
が
入
っ
た
の
が
八
月
に
入
っ
て
か

ら
で
す
。二
個
目
の
練
習
用
の
マ
ネ
キ
ン

も
同
時
に
作
っ
て
お
り
ま
し
た
の
で
そ
れ

を
使
っ
て
セ
ッ
ト
の
練
習
を
し
ま
す
。一

回
練
習
す
る
毎
に
シ
ャ
ン
プ
ー
を
し
な
け

れ
ば
な
ら
ず
、す
ご
く
練
習
効
率
が
悪
い

で
す
。シ
ャ
ン
プ
ー
す
る
た
び
に
色
落
ち

し
て
白
が
ピ
ン
ク
に
な
っ
て
き
ま
す
。
本

番
用
は
大
事
に
取
っ
て
お
き
ま
す
。

　
ス
タ
イ
ル
も
あ
ら
か
た
決
ま
っ
た
の
で

す
が
整
髪
料
が
決
ま
り
ま
せ
ん
。
七
分
間

で
塗
布
し
セ
ッ
ト
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
の
で
色
々
試
し
て
み
ま
す
。
先
ず
チ
ッ

ク
、コ
ー
ム
が
使
え
な
い
の
で
中
々
短
時

間
で
塗
布
す
る
の
が
難
し
い
。手
だ
け
で

塗
布
す
る
と
山
羊
の
毛
は
も
つ
れ
て
し
ま

い
ま
す
。
次
に
ス
プ
レ
ー
ワ
ッ
ク
ス
、ス

プ
レ
ー
す
る
だ
け
な
の
で
短
時
間
で
塗

布
出
来
る
利
点
が
あ
り
ま
す
が
チ
ッ
ク

程
は
立
た
ず
、次
に
ミ
ス
ト
、ス
プ
レ
ー
、

色
々
試
し
て
み
ま
す
。最
後
に
艶
出
し
ス

プ
レ
ー
を
塗
布
す
る
時
間
を
加
味
し
て

練
習
を
し
て
行
き
ま
す
。ま
あ
ま
あ
出
来

る
様
に
な
っ
て
来
た
の
が
九
月
に
入
っ
て

か
ら
で
す
。

後
篇
い
ざ
フ
ラ
ン
ス
の
巻
に
つ
づ
く 

　

平
成
二
十
九
年
十
月
三
十
日
、台
風

二
十
二
号
の
影
響
が
懸
念
さ
れ
ま
し
た

が
、朝
に
は
台
風
一
過
の
晴
天
。
無
事
に

先
生
を
乗
せ
た
東
京
発
の
飛
行
機
も
到

着
し
、２
０
１
８
年
全
理
連
ニ
ュ
ー
へ
ア

講
習
会
が
サ
ン
メ
ッ
セ
香
川
に
て
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
今
回
の
講
習
は
全
理
連
中

央
講
師
で
あ
り
ニ
ュ
ー
ヘ
ア
設
定
委
員
の

荻
原
奈
々
講
師
を
お
招
き
し
、三
十
代
か

ら
五
十
代
の
女
性
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
と
し
た

ス
タ
ン
ダ
ー
ド
ボ
ブ
パ
ー
マ
ス
タ
イ
ル
。

ニ
ュ
ー
ヘ
ア
と
し
て
は
初
め
て
女
性
の
ヘ

ア
ス
タ
イ
ル
と
い
う
こ
と
で
、い
つ
に
な

く
女
性
の
受
講
者
が
多
く
、用
意
し
て
お

り
ま
し
た
座
席
は
満
席
と
な
り
立
ち
見

を
含
む
約
百
二
十
名
の
受
講
者
が
会
場

を
埋
め
尽
く
し
ま
し
た
。

　
ま
ず
は
マ
ネ
キ
ン
を
使
っ
て
カ
ッ
ト
の

説
明
を
細
か
く
指
導
し
て
頂
き
、そ
の
後

モ
デ
ル
さ
ん
で
手
早
く
マ
ー
ジ
ュ
を
作
り

上
げ
ま
し
た
、そ
の
手
際
の
良
さ
に
受
講

者
は
、技
術
を
見
逃
さ
ぬ
よ
う
前
の
め
り

に
な
り
な
が
ら
受
講
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

こ
の
ニ
ュ
ー
ヘ
ア
マ
ー
ジ
ュ
講
習
を
機
会

に
、女
性
客
へ
さ
ら
な
る
ア
プ
ロ
ー
チ
を

し
て
頂
き
、サ
ロ
ン
の
繁
栄
に
役
立
て
て

頂
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

（
講
師
会　

山
本
恵
三
）

全
理
連
初
の
レ
デ
ィ
ス
ス
タ
イ
ル
！

　 
ニ
ュ
ー
ヘ
ア
講
習
開
催

荻原奈々全理連講師

先生の話に聞き入る大勢の組合員

練習での作品

世
界
大
会
奮
闘
記

 〈
前
篇
〉 

世
界
大
会
準
備
の
巻

北
地
一
行 
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新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。本
年
も「
理
容
香
川
」ご
愛
顧
賜
り

ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。今
回
は
、

皆
様
の
お
か
げ
で
原
稿
も
た
く
さ
ん
集
ま

り
、十
ペ
ー
ジ
特
大
号
で
お
送
り
す
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。秋
は
、ス
ポ
ー
ツ
あ
り
、

講
習
会
あ
り
、組
合
行
事
も
数
多
い
時
期

 

編
集
後
記

編
集
室
よ
り
お
知
ら
せ

次
回
四
月
号
の
発
行
の
原
稿
締
め

切
り
は
二
月
末
日
で
す
。

皆
様
の
ご
投
稿
お
待
ち
し
て
お
り

ま
す
。

ど
し
ど
し
お
寄
せ
下
さ
い
。

申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先

〒
七
六
〇
ー
〇
〇
六
二

香
川
県
高
松
市
塩
上
町

　
　
　
　
　
　
二
丁
目
五
番
二
二
号

香
川
県
理
容
生
活
衛
生
同
業
組
合

　
　
　
　
　
　
　
　
　
文
化
広
報
部

Ｔ
Ｅ
Ｌ 

〇
八
七
ー
八
三
四
ー
七
六
四
九

Ｆ
Ａ
Ｘ 

〇
八
七
ー
八
三
三
ー
二
〇
八
一

offi
ce@

kagaw
a-riyo.com

　
　
　
　
　
　
ま
で
お
願
い
し
ま
す
。

で
、組
合
員
の
皆
様
も
た
く
さ
ん
ご
参
加

さ
れ
た
こ
と
だ
ろ
う
と
思
い
ま
す
。

　

今
回
、新
し
く
な
っ
た
県
組
合
三
ツ
星

マ
ー
ク
は
、衛
生
講
習
会
や
技
術
講
習

会
、理
容
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど
参
加
が
必

須
と
な
り
ま
し
た
。
今
年
も
組
合
行
事
に

数
多
く
ご
出
席
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
お

願
い
し
ま
す
。

　

今
年
の
冬
は
幾
分
寒
さ
が
身
に
し
み

ま
す
が
、年
末
年
始
の
忙
し
さ
も
相
ま
っ

て
、お
身
体
の
調
子
を
崩
さ
れ
ま
せ
ん
よ

う
に
。
う
が
い
、手
洗
い
お
忘
れ
な
く
。

手
は
菌
や
ウ
イ
ル
ス
が
一
番
付
着
し
や
す

い
と
こ
ろ
で
す
。お
客
様
の
た
め
に
も
手

の
消
毒
も
お
忘
れ
な
く
お
気
を
付
け
く

だ
さ
い
。

　
そ
れ
で
は
、今
年
一
年
元
気
に
ま
い
り

ま
し
ょ
う
。

（
県
広
報　

小
松
芳
浩
）

街
中
で
「
理
容
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
見
学
す

　
　
　
　 

古
希
の
我
で
も
血
潮
が
た
ぎ
る

散
髪
が
趣
味
や
と
笑
う
常
連
を

　
　
　
　「
有
り
難
う
ね
」
と
笑
っ
て
迎
え
る

柿
色
の
満
月
見
て
と
友
達
に

　
　
　
　
　
　
電
話
を
か
け
て
感
動
分
か
つ

飯
山
支
部　
平
尾
み
ち
子

ま
っ
さ
ら
な
心
に
な
り
て
新
年
を

　
　
　
　
　
　
　
　
迎
え
て
願
ふ
家
内
安
全

坂
出
支
部　
藤
田
千
慧
美

天
井
絵
初
日
に
夢
の
パ
ズ
ル
か
な

坂
出
支
部　
藤
田
千
慧
美

元
旦
に
笑
顔
揃
え
ば
祝
い
酒

坂
出
支
部　
藤
田
千
慧
美

短　

歌

俳　

句

川　

柳

文

芸

欄

Ｙ
Ｏ
Ｎ
Ｄ
Ｅ
Ｎ

　
　

ラ
イ
ト
＆
ラ
イ
フ

　
毎
月
理
容
の
届
け
物
の
中
に
入
っ
て
い

る
本
な
の
だ
が
、と
り
わ
け
表
紙
の
美
し

さ
に
い
つ
も
感
心
し
て
い
た
が
、十
一
月

号
の「
編
集
室
よ
り
」と
い
う
欄
を
読
ん
で

そ
の
謎
が
解
け
た
。裏
方
さ
ん
の
努
力
を

知
っ
た
の
だ
。表
紙
を
見
て
感
動
し
て
も

ら
い
た
く
て
季
節
に
合
っ
た
情
報
収
集
を

し
て
い
る
と
の
事
。う
～
ん
、す
ご
い
。

　
そ
れ
は
理
容
コ
ン
テ
ス
ト
に
似
て
い
る

と
思
っ
た
。
我
々
は
美
し
い
仕
上
が
り
を

見
て
感
動
す
る
の
だ
が
、や
は
り
そ
の
裏

で
日
々
努
力
し
て
出
場
し
て
い
る
人
が
い

る
か
ら
こ
そ
我
々
は
感
動
す
る
の
だ
と
。

出
場
す
る
人
の
見
え
な
い
な
み
な
み
な
ら

ぬ
努
力
が
改
め
て
伝
わ
っ
て
き
た
よ
う
な

気
が
す
る
。

　
ど
ん
な
ジ
ャ
ン
ル
に
も
あ
る
裏
方
の
努

力
と
い
う
も
の
を
ひ
し
ひ
し
と
感
じ
な
が

ら
感
動
の
一
年
に
し
よ
う
と
改
め
て
新
年

に
誓
っ
た
次
第
で
あ
る
。

　

今
年
も
一
生
懸
命
が
ん
ば
る
ぞ
～
！

と
独
り
言
。（

坂
出
支
部　

藤
田
千
慧
美
）

コ

ラ

ム

◦
河
合　
正
則
氏
（
六
十
六
歳
）

　
平
成
二
十
九
年
十
月
六
日
死
去

　
カ
ッ
ト
ハ
ウ
ス　
カ
ワ
イ（
綾
南
支
部
）

　
ご
生
前
の
ご
功
績
を
偲
び
、
心
か
ら

　
ご
冥
福
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。
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第二弾  理容三ツ星マーク
 
　香川県理容組合では、お客様に安全・安心で信頼の持てるお店として
兼ねてより指導の徹底をして参っておりました。
　例えば、関係機関より講師をお招きし、店舗消毒、器具消毒、身体の
自己管理に至る迄勉強をしております。
　組合に加盟している理容師は常に地域社会への貢献も念頭に清掃奉
仕活動、年末助け合い募金等、更なる活動を視野に入れて活動して頂い
ております。
　今回、組合加盟店を対象に理容三ツ星制度の第二弾として製作しま
した。組合より決定項目を遵守した組合員店に対して交付させて頂き
ます。　　
　この組合推奨・理容三ツ星マークは香川県理容生活衛生同業組合最
高の権威ある証としております。
　この件に関しては、年度毎に適正について調査し、組合員店ならでは
の信頼をお客様に提供する事を目的としております。
 
　　下記項目を満たす事が義務付けられております

１．組合加盟店である事
２．全理連賠償責任保険に加入している事
３．県組合の行う技術講習会に参加している事
４．県組合が行なう衛生講習会を受講している事
５．理容ボランティアに参加している事
６．自身の健康診断を受診している事

 
　理容三ツ星マーク交付店が組合を退会された場合は速やかにご返却
頂く事とします。

第281号理　　容　　　香　　川2018年（平成30年）１月１日発行 （10）


